
ChatGPT に訊ねてみました。 

 

ESG 投資について、簡単に説明してください 

ESG 投資とは、環境(Environment)、社会(Social)、およびガバナンス(Governance)の 3 つ

の要素を投資判断に取り入れる投資方法のことです。 

具体的には、環境に配慮したエネルギーの利用や廃棄物処理、社会的責任を果たす取り組み、

経営者や役員の質、企業の透明性や責任のある経営など、企業が ESG に配慮した取り組み

を行っているかどうかを評価し、その評価結果に基づいて投資することを目的としていま

す。 

ESG 投資は、社会的責任投資(SRI)や持続可能性投資(SI)などとも呼ばれ、投資先において

ESG リスクを低減し、ESG 成長を見込んで投資することで、長期的な投資収益や社会貢献

を追求することができます。 

 

公共投資として活用された例は？、例えば音楽ホール建設など。 

公共投資は、国や地方自治体が行うインフラ整備や社会資本の整備、公共サービスの充実な

どに活用されます。そのため、音楽ホール建設も公共投資の一例となります。 

他にも、公共投資の例としては、以下のようなものがあります。 

• 道路や橋、鉄道、空港などの交通インフラ整備 

• 水道や下水道、公園、図書館、美術館などの公共施設の整備 

• 病院や高齢者施設などの社会福祉施設の整備 

• 教育施設の改修や新設、教育環境の整備 

• 新しい産業の育成や地域振興などの経済政策 

公共投資は、地域や国の発展や経済成長に重要な役割を果たします。また、公共投資によっ

て、市民の生活や福祉が向上することが期待されます。 

 

音楽ホールの事例はありませんか？ 

はい、音楽ホールの事例としては、以下のようなものがあります。 

・東京オペラシティ：東京都新宿区にある、オペラやバレエ、コンサートなどが行われる多

目的ホールです。1988 年に開館し、日本を代表する音楽ホールの 1 つとして知られていま

す。 

・サントリーホール：東京都港区赤坂にある、シンフォニック・コンサート専用のホールで

す。1986 年に開館し、高音質の音響設備や美しいデザインが特徴です。 

・オーチャード・ホール：東京都港区にある、ジャズやポップス、クラシックなど、幅広い



ジャンルの音楽イベントが行われるホールです。1984 年に開館し、アコースティックが優

れていることで知られています。 

これらの音楽ホールは、公共投資によって整備されたもので、音楽文化の発展に貢献してい

ます。音楽ホールは、一般市民にも開放されており、様々なコンサートや公演が行われてい

ます。 

 

経営主体はどちらですか？また活用の仕組みは？ 

東京オペラシティ、サントリーホール、オーチャード・ホールの経営主体は、それぞれ以下

の通りです。 

・東京オペラシティ：東京都が所有し、公益財団法人東京オペラシティ文化財団が運営して

います。 

・サントリーホール：公益財団法人サントリーホールが所有し、同法人が運営しています。 

・オーチャード・ホール：東京都が所有し、一般財団法人東京都芸術文化振興財団が運営し

ています。 

これらの音楽ホールは、公共投資によって整備され、その後は法人などの民間企業や文化事

業者によって運営されています。 

音楽ホールの活用に関しては、一般市民に開放されており、様々なコンサートや公演が行わ

れています。また、企業や団体によるイベントやセミナー、学校行事などにも利用されてい

ます。これらの利用料収入などが、音楽ホールの運営費用の一部を賄う仕組みとなっていま

す。また、文化振興や教育の観点から、東京都や国から補助金が交付されることもあります。 

 

公共団体が施設の止揚について、リース方式をとっている例はありますか？サブスクリプ

ションなど。 

はい、公共団体が施設の賃貸借によるリース方式をとっている例はあります。 

例えば、スポーツ施設の場合、公共団体が施設を建設・所有し、民間企業が運営する形式が

一般的です。民間企業が施設をリースする場合もあります。また、スポーツジムやプールな

ど、一定期間の利用権を購入するサブスクリプション方式を導入している公共施設もあり

ます。 

文化施設においても同様で、公共団体が施設を建設・所有し、民間企業が運営する場合があ

ります。例えば、東京都が建設した「東京文化会館」は、民間企業に運営を委託する形式を

とっています。また、地方自治体によっては、文化施設の運営を民間企業に委託する場合も

あります。 

このように、公共団体が施設のリースや民間企業による運営を導入することで、施設の運営

費用を抑え、より効率的な運営を目指すことができます。 



 

文化施設について、一定の期間の利用権を購入したサブスクリプション方式をとっている

爾れがあれば教えてください 

文化施設において、一定の期間の利用権を購入するサブスクリプション方式を導入してい

る例としては、以下のようなものがあります。 

・国立劇場：国立劇場では、シーズンパスポートという 1 シーズン分の利用権を購入するこ

とができます。シーズンパスポートを持っていると、国立劇場の全ての公演を優先的に予約

することができます。 

・東京オペラシティ：東京オペラシティでは、オペラ劇場・リサイタルホール・プレイハウ

スの 3 つのホールをセットで利用することができる「トリプルパスポート」があります。ま

た、オペラ劇場とリサイタルホールをセットで利用する「ダブルパスポート」や、特定の公

演のみを対象とした「ファミリーセットチケット」などもあります。 

・東京文化会館：東京文化会館では、コンサートシリーズの「サブスクリプション」を販売

しています。サブスクリプションには、特定のコンサートに優先的に予約できるなどの特典

があります。 

これらの施設では、一定期間の利用権を購入することで、公演やコンサートなどを割引価格

で楽しむことができるほか、優先的に予約できるなどの特典が付帯する場合もあります。 

 

自治体が市民のために施設の、一定期間の利用権を行使し、市民活用に対し、サービスする

事例はありますか？ 

自治体が市民のために施設の一定期間の利用権を行使し、市民活用に対してサービスする

事例としては、以下のようなものがあります。 

・市民プールやスケートリンクの無料開放：夏季などの期間限定で、市民プールやスケート

リンクなどを無料で開放する自治体があります。これにより、市民が気軽に利用することが

でき、暑い夏を涼しく過ごすことができたり、冬場にスケートを楽しむことができたりしま

す。 

・市民図書館の利用：自治体が運営する市民図書館は、誰でも無料で利用することができま

す。図書館には書籍だけでなく、CD や DVD などのメディアもあり、市民が様々な情報や

知識を得ることができます。 

・スポーツ施設の無料開放：自治体が運営するスポーツ施設を、特定の期間や時間帯に限定

して無料で開放する場合があります。これにより、子供から高齢者まで、誰でも気軽にスポ

ーツを楽しむことができます。 

これらの事例は、市民の健康や教育、文化的な活動を支援することが目的であり、自治体が

市民の生活を支えるために行うサービスの一例です。 



 

文化施設（音楽ホールなど）について、事例があれば教えてください 

自治体が運営する文化施設について、一定期間の利用権を行使し、市民活用に対してサービ

スする事例としては、以下のようなものがあります。 

・東京芸術劇場：東京都渋谷区にある、コンサートホールや劇場などの文化施設を有する公

立施設です。一定期間の利用権を購入することで、市民はコンサートや舞台芸術などを楽し

むことができます。また、若手アーティストの育成支援事業や、子ども向けの音楽教室など

も行われています。 

・大阪城ホール：大阪市中央区にある、コンサートや演劇などの公演に利用されるホールで

す。一定期間の利用権を購入することで、市民は多彩な公演を楽しむことができます。 

・名古屋市公会堂：名古屋市中区にある、コンサートや演劇などの公演に利用されるホール

です。一定期間の利用権を購入することで、市民は多彩な公演を楽しむことができます。 

これらの文化施設は、地域の文化的な発展を促進することを目的に運営されています。一定

期間の利用権を行使することで、市民が手軽に文化活動を楽しむことができると同時に、地

域の文化振興にもつながっています。 

 

 

さらに具体的に訊ねてみました 

 

JR 津田沼駅南口に習志野文化ホールを核とした商業施設、業務施設、都市公園の再開発が

予定されています。施設の老朽化によるもので、野村不動産（株）がデベロッパーとして、

行政（習志野市）の要望する新たな文化ホールの再築の注文を受けて行うものです。旧文化

ホールについては、野村不動産に対し「信託受益権」を擁し、現在、双方による再築協議が

進められています。そこで、当該再開発における、特に文化ホールの再築について、従来の

開発方式（民間によって建てられた施設を行政は購入（債務負担行為）し、所有し、公益法

人に運営を委託、運営助成を行う開発で、これからの開発は、先の ESG 投資に依拠し、民

間が建設、専門に運営する会社から、行政が一定期間の利用権を行使する、いわゆる施設リ

ースによるサブスクリプション契約が、エンゲージメントする協議が重要だと思います。AI

さんとして、このようなプロジェクトをどう進めるか、教えていただけると幸いです。大体

のフロー、スケジュールなど、課題や戦略、財務パフォーマンスなど、よろしくお願いしま

す。 
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このようなプロジェクトを進める際には、以下のようなフローが考えられます。 

1. 基本計画の策定：まずは、行政とデベロッパーが協力して、基本計画を策定します。

この計画には、施設の概要や再築にかかる予算、再築のスケジュールなどが含まれ



ます。また、民間による建設・運営の場合は、リース契約に関する条件も含まれま

す。 

2. 民間事業者の選定：基本計画が策定されたら、民間事業者を選定します。この際に

は、建設や運営の実績や能力、ESG 投資に対する取り組みなどが評価されます。 

3. 施設リース契約の締結：民間事業者との間で、一定期間の利用権を行使する施設リ

ース契約が締結されます。この際には、リース料や施設の維持管理費用、運営方針

などが取り決められます。 

4. 再築工事の実施：民間事業者によって、施設の再築工事が実施されます。この際に

は、ESG 投資に基づいた環境負荷の低減や、バリアフリー化などの取り組みが行わ

れます。 

5. 運営の開始：再築された施設が完成したら、民間事業者が運営を開始します。この

際には、行政が運営を支援することがあります。 

このように、民間による建設・運営を行い、行政が一定期間の利用権を行使する施設リース

契約によって、ESG 投資に基づいた持続可能な開発が実現されます。ただし、課題や戦略、

財務パフォーマンスについては、具体的な案件によって異なるため、一概には言えません。

各フェーズにおいて、計画策定やリスク管理などを適切に行い、プロジェクトの成功につな

げることが重要です。 

 

 

 


